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4月15日（火）に上金田保育所で交通 

安全教室が行われました。 

教室でのお話を聞いたあと、園庭に‘ 

作った横断歩道をとっても上手に渡り 

ました。 

横断歩道の渡り方 教室で信号のお勉強 



人との違い 
高山 良介 

今年の夏休み、金田中学校では進路のための、 

職場体験が行われた。僕は、普段体験できない 

事が体験でき、とても良い経験になった。 

僕が行った職場では、障害のある方も働きに 

来ていた。職場体験の初日、職場の方から次の 

ような注意があった。 

「障害者だからといって特別扱いせずに、普通 

に接してください。」 

僕は、職場体験の間、その注意を守り、障害 

のある方と普通に接することができた。しかし 

それは、ごく当たり前のことだと思う。わざわ 

ざ注意する必要も無いと思うが、職場の方はそ 

のことを僕たちに注意した。それは、 「障害が 

あるから」 というだけで差別する人がまだいる 

ことを証明しているのではないか。 

また、学校等では、時々「人権学習」が行わ 

れる。差別はいけませんとか、そういったこと 

を話すのだが、それもごく当たり前のことだ。 

人権学習が、全く必要無いとは思わないが、そ 

れもまた差別する人の存在を証明していると思 

う 

ではなぜ人を差別してしまうのだろうか。そ 

れは、人との違いを認めることができないから 

だと思う。しかし、この世界には自分と同じ人 

間は一人もいない。だから、人との違いを認め 

ることができるようになるべきだと思う。もし 

それができれば、きっとこの世界から差別は無 

くなると思う。 

また、今でも世界各地ではテロや戦争といっ 

た悲しい事が起きている。自分が正しいと思っ 

て、他人の考えを認める事ができない。そして 

麟 

みーんなみーんな 

この人権ポスターは、みんな手を取り合 

つて、夢や希望や優しさを語り合い、この 

絵のように仲良く暮らせたらいいなという 

思いで描きました。 

~ ～全九州アームレスリング大会団体戦～ お見事、九州― 

4月13日（日）に第5回全九州アームレスリング大会 

団体戦（29チーム参加、 トーナメント方式）が熊本県 

益城市総合体育館で行われました。 

この大会で田川ストリートアーム（山本光明さん、 

辰島宜昭さん、和田宗則さん）が日頃の練習の成果を 

発揮し、全日本クラスなどトップレベルの強豪を倒し 

て勝ち上がり、みごと優勝しました。 

なお、3人は10月5日（日）に東京で行われる予定 

の全日本大会に向けてさらに練習にはげんでいます。 

ズバリ、アームレスリングの魅力とは？ 

山本さん「場所を問わずどこでも出来る気軽さと、0コンマ1秒 

で勝負が決まるスリルです。」 

練習はどこでしていますか？ 

山本さん「毎週火・金曜日20:00'-22:00に平原集会所で練習を 

しています。腕に制まえのある方、興味のある方は 

初心者の方でも気軽にどんどh彦加してください。 

大歓迎です。指導者は全日本トップレベルからそろ 

っています。」 
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対立し、殺し合いをしてしまう。それでもまだ、 

自分が正義だと思っている。それは間違ってい 

ると思う。いくら正しくても、人との違いを認 

めないで殺し合いをするなら、それは悪だと思 

う 

いじめもそうだ。人との違いを認めることが 

できる人が、気にくわないからといって、人が 

嫌がることをするだろうか。 

僕たち人間にとって、人との違いとはあって 

当たり前なものだ。それを認めることができず 

に差別する人は、とても弱い心の持ち主だと思 

う。差別しない人は、人との違いを認めること 

ができる人だ。そんな人こそ、本当に強い人だ 

と思う。 

いじめも戦争も、本当に強い人なら絶対にし 

ないだろう。悲しいけれど、弱い心の持ち主が 

この世界にはたくさんいる。その人たちが、早 

く自分たちが間違っていることに気付いてほし 

い。その人たちが、早く人との違いを認めるこ 

とができるようになってほしい。 

僕が行った職場の方が、余計な心配をしなく 

ていい世界になってほしい。人権学習の必要が 

無い世界になってほしい。戦争が無い世界にな 

ってほしい。いじめが無い世界になってほしい。 

みんなが人との違いを認めることができる世界 

になってほしい。 

差別が無い世界になってほしい。 

” 田川の地から全日本 

チャンピオンを出そう’' 

を合言葉にがんばって 

います。 
全日本第4位の笛ぎぎさん 
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んどん増やしてほしいなと思ってこの絵を 

描きました。 
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たのしい教室学童クラブ 

臨 
雨ニモ負ケズ、子ども山笠 
4月19日（土）・20日（日）上金田と町部に子ども山笠が建ちました。 

この山笠は、地域のみんなが子ども達のために建てたものです。 

両日ともあいにくの雨もようでしたが、雨にも負けずに町内をま 

わりました。 
今
年
度
、
金
田
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
 

の
入
所
式
に
は
、
 
37 

人
の
児
童
が
集
ま
 

り
、
3
月
 30 

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後
家
に
帰
っ
 

て
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
近
い
状
態
に
な
 

る
児
童
を
対
象
と
し
て
、
小
学
校
低
学
 

年
（
ー
年
生
か
ら
3
年
生
）
の
健
全
育
成
を
 

図
る
た
め
、
小
学
校
の
空
き
教
室
を
利
 

用
し
、
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

児
童
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
 

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
み
ん
な
で
楽
し
 

い
ク
ラ
ブ
を
作
り
だ
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ク
ラ
ブ
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ
 

る
方
は
、
福
祉
課
（
2
2
I
6
6
6
4
）へ 

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

元気いっばいこいのぼり 

ひまわり組さん（5才児） 

すみれ組さん（4才児） 

ゆり組さん（3才児） 
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上金田の子ども山笠 

稚児と獅子の舞 
南木管原神社神幸祭が5月2日・3日に行われました。 

南木老人クラブのおじいちゃんおばあちゃんによる、手作りのわら 

じを履いた子ども達は、これからはじまる農繁期にむけて豊作のため 

に舞いました。 

伝統を守り、受け継いでいるこの神幸祭は、筑前の国・庄内綱分か 

ら日王山を越えて伝わったということです。 

4
月
 24 

日
、
神
崎
保
育
所
の
園
児
た
ち
が
、
約
ー
週
間
 

か
け
て
つ
く
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
が
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
に
園
児
ひ
と
り
ひ
と
り
が
 

自
由
な
絵
を
描
い
た
り
、
手
形
を
切
り
抜
い
て
貼
っ
た
り
 

し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

ひ
ま
わ
り
組
さ
ん
の
か
っ
こ
い
い
お
父
さ
ん
こ
い
の
ぼ
 

り
、
す
み
れ
組
さ
ん
の
か
わ
い
い
お
母
さ
ん
こ
い
の
ぼ
り
、
 

ゆ
り
組
さ
ん
の
楽
し
い
こ
ど
も
こ
い
の
ぼ
り
、
ど
れ
も
元
 

気
い
っ
ぱ
い
空
を
泳
い
で
い
ま
し
た
。
 

お旅所での舞 神社からお旅所ノ＼ 

こんにちは！金田町母子寡婦会です。 
5 月の行事をこ案内いたします。 

メイクアップ教室 

「お金をかけずにきれいになる方法教えます」 
講師】白石ミサヲ 

日 時 5月30日（金）・31日（土） 19:00-2 1:00 

初日フェイスエステ 2 日目メイクアップ 

場 所 金田町総合会館 

持参品 タオル2枚、カチューシャ、卓上鏡 

費 用 会員500円（化粧品代）、賛助会員1,000円 

※今後、いろいろな活動を予定しております。 

みなさん、暑い中お疲れ様でした 5月5日のボランティア活動の様子 

お申込み、またあらゆるこ相談は 

金田町母子寡婦福祉会 

会長 白石 ミサヲ 

ft0947-22-55 10 

090-9485-2119 

ai-27mar1@qtnet.ne.jp 


